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＜要　　　約＞
　本研究では，地域在住男性高齢者の余暇活動に関する先行研究のレビューから地域在住男
性高齢者の余暇活動の現状と課題を把握し，余暇活動支援について探ることを目的とした。
地域在住男性高齢者の余暇活動は身体型活動の割合が高く，満足度も高かった。また，余暇
活動への満足度は生活満足度に影響を及ぼし，余暇活動への参加は健康的な生活を送る上で
必要不可欠であるとされる。男性高齢者の場合，余暇活動を 60 歳以降に始める割合が高く，
近隣の友人や配偶者の促しで余暇活動に参加する傾向にある。年齢層別にみると，前期高齢
者は余暇活動量，後期高齢者は仕事関連活動が多いほどストレス対処力が高い。これらのこ
とから，地域在住男性高齢者の生活の質を向上させる余暇活動支援には，年齢層に合わせた
プログラムや多様な身体型余暇活動プログラムを提供するとともに，近所付き合いの少ない
男性高齢者や独居男性高齢者に対する余暇活動参加へのソーシャルサポートが求められると
考える。
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Leisure activities of elderly men living in the community
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Ⅰ　はじめに
　平均寿命の延伸に伴い，介護負担や医療負担，
社会保障制度における課題のみならず，高齢者の
健康問題，なかでも健康寿命（日常的に介護を必
要としないで，自立した生活ができる生存期間）
が重視されるようになった 1）。厚生労働省は， 疾
病予防と健康増進，介護予防などによって，平均
寿命と健康寿命の差を短縮することで個人の生活
の質の低下を防ぐとともに，社会保障負担の軽減
も期待できるとしている。「健康寿命のあり方に
関する有識者研究会報告書」2）（2019 年 3 月 28 日）
において，健康寿命延伸目標として「2040 年まで
に男女ともに 3 年以上延伸し，75 歳以上を目指す」
と示され，国を挙げて健康寿命延伸を目指し介護
予防がより重視されるようになった。
　介護予防マニュアル改訂委員会の「介護予防マ
ニュアル改訂版」3）において，「介護予防とは，単
に高齢者の運動機能や栄養状態といった個々の要
素の改善だけを目指すものではない。むしろ，こ
れら心身機能の改善や環境調整などを通じて，
個々の高齢者の生活機能（活動レベル）や参加（役
割レベル）の向上をもたらし，それによって一人
ひとりの生きがいや自己実現のための取り組みを
支援して，生活の質（QOL）の向上を目指すもの
である。」と述べている。深沢 4）は余暇活動をし
ている高齢者の健康水準が高い傾向にあり，高齢
者の生活の質（QOL）の向上には，高齢者の余命
期間に充実した余暇時間を過ごせるかどうかが大
きく影響するとしている。アクティブな生活は高
齢者の生活の質の重要な要因 5）であり，高齢者の
余暇活動への参加は健康的な生活を送るうえで必
要不可欠である 6）。また，高齢者の健康保持能力
である SOC については，身体面だけでなく，精
神的，社会的に捉えることが重要であり 7），高齢
者が趣味・生きがいに取り組むことは，QOL を高
め，心理・社会的な側面に好影響を与える 8）。余
暇活動は，基本的に仲間を必要とし，このことか
らも社会参加という点で有効な活動となることが
期待できる 9）。
　介護予防には，日常生活に充実感を持ちながら
介護予防サービスの継続利用が必要であるとされ
る 10）なか，介護予防の拠点となる居場所が十分
であると言えない現状にある。特に男性高齢者の
場合は，定年後に日中・夜間とも家が居場所にな
ることが多く，日中の居場所がなければは，雇用
労働をしてきた元気な男性は，社会的孤立によっ
て閉じこもりがちとなり，その結果，認知症の発
症や虐待の被虐待者になる等，定年後のライフス
テージが暗澹たる状況になる 11）。退職後の新たな
人生の入り口でより豊かな高齢期を送るには，介
入プログラムを通した居場所作りや役割作り 12）
等，地域在住男性高齢者が余暇活動を通じて，生
きがいを持って日常生活が送られるための支援が
必要であると考える。
　本研究では，先行研究のレビューから，女性に
比べ居場所作りが難しいとされる地域在住男性高
齢者の余暇活動の現状や課題を把握し，地域在住
男性高齢者に必要な余暇活動支援について探るこ
とを目的とした。
Ⅱ　研究方法
　男性高齢者の余暇活動の現状と課題を調べるた
め，CINII 論文検索で「男性」「高齢者」「余暇活動」
のキーワードを組み合わせて検索した結果（2019
年 11 月 5 日検索，検索条件：本文あり），30 件の
文献が抽出された。30 件のうち，学会総会記録 1
件，学会抄録 23 件を除外し，考察に男性高齢者
の余暇活動に関する記述がない 1 件を除外した結
果，5 件の文献が抽出された。
　抽出された文献 5 件の研究課題は，「スポーツ・
余暇活動と生活満足度との関連」に関する文献が
1 件，「高齢者の社会・心理的背景を踏まえた余暇
活動参加弁別要因」に関する文献が 1 件，「余暇
活動量および非余暇活動量と関連する身体機能」
に関する文献 1 件，「高齢者の余暇活動と生きが
い感との関連」に関する文献が 1 件，「地域在住
高齢者の身体活動とストレス対処力との関連」に
関する文献が 1 件であった。研究デザインは 5 件
とも量的研究であった（表）。
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Ⅲ　結果
１）スポーツ・余暇活動と生活満足度との関連
　山口ら 13）は，生活の満足度とスポーツ・余暇
行動との関係を分析した“Brown & Frankel のモデ
ル”を追試し，わが国における独自の規定要因を
加えた修正モデルを検証するため，加古川市に在
住する 458 名の中年者と 212 名の高齢者に対して，
質問紙調査を実施し世代間の差異を検討した。パ
ス解析によるデータ分析の結果，Brown & Frankel
モデルはわが国でも妥当であり，適用可能である
ことが示され，修正モデルの分析により，世代差
と性差が明らかになった。男性高齢者の場合，ス
ポーツ実施と生活の満足度との強い関係が示され，
高齢者のスポーツ参加の具体的な種目をみると，
散歩，体操，ゲートボールが最も活発に行われて
いた。また，生活満足に対しては，デモグラフィッ
ク要因や経済的指標よりも，余暇の満足度が最も
強い影響力をもっていた。将来的に，アクティブ
な生活スタイルはクオリティ・オブ・ライフの重
要な要因になるかも知れないと報告している。
２）高齢者の社会・心理的背景を踏まえた余暇活
動参加弁別要因
　深沢 14）は，高齢者の余暇活動参与を規定する
要因を明らかにすることを目的に，秋田，山梨，
高知県の 60 歳以上 1170 名に対する調査を実施し，
林の数量化 II 類により，余暇活動の参与程度を従
属変数とし，それに影響を与えていると考えられ
る 11 変数を独立変数として分析した。その結果，
高齢者の余暇に影響を与えていると考えられる次
の 7 つの要因が，判別的中率 64.9％，相関比 0.337
で明らかとなった。（1）生活満足度（カテゴリ・
スコア ・ーレンジ =0.64）（2）学歴（レンジ =0.42）（3）
性別（レンジ =0.24）（4）体力（レンジ =0.22）（5）
スポーツ実施（レンジ =0.22）（6） 余暇是認尺度（レ
ンジ =0.21）（7）健康状態（レンジ =0.21）従来言
われていた，「金」「暇」は，高齢者の余暇参与に
は若い人達ほど強い要因にはなっていないことが
明らかとなった。現在行っている余暇活動を始め
た時期が 60 歳代になってからが多いことから，
近隣の友人や日常生活を共にしている配偶者が余
著者
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山口ら
（1996）
生活の満足度とスポーツ・余暇行動との関係を分析した "Brown & Frankel のモデル " を追試し，
わが国における独自の規定要因を加えた修正モデルを検証する。また，余暇行動の志向には世
代差があることが推察されることから中年者と高齢者の世代間における類似性と相違性を検証
することを目的とした。
量的研究
深澤
（1996）
青少年や成人一般の余暇活動が「金」「暇」「場所」などのような比較的，外面的な要因に左右
されるのに対し，高齢者の余暇を考える場合は高齢者という人生の終末期に到達した人のライ
フステージを無視してはならない。「暇」について言えば，高齢者の多くは退職し，自分で自
由に使える時間は一般成人より多い。このような高齢者の社会・心理的背景を考慮しながら，
高齢者の余暇活動への参加を弁別している要因を探ることを目的とした。
量的研究
角田ら
（2010）
加齢による身体機能の低下は抗し難い生理的現象であるが，適度な身体活動の実践は身体機 
能の維持に効果的であることが報告されている。しかし，その多くは余暇活動に注目した報告
であり，家庭内活動や仕事関連活動などの非余暇活動に関する報告は少ない。そこで本研究で
は日本人高齢者を対象とした横断研究により，余暇活動量および非余暇活動量（家庭内活動量，
仕事関連活動量）と関連する身体機能について明らかとすることを目的とした。
量的研究
原田ら
（2011）
高齢者の生活習慣に関する実態調査から，高齢者は健康に対する関心が高く，健康の３本柱で
ある栄養・運動・休養との関連性を示唆された結果を踏まえ，高齢者の生活習慣における調査
第２報として，高齢者の日常生活に関する余暇活動の実態および生きがい感について分析し，
高齢者が生きがいを持って健康生活を送る方法を見出すための基礎的資料を得ることを目的と
した。
量的研究
門間ら
（2015）
地域在住高齢者における身体活動（余暇活動，家庭内活動，仕事関連活動とストレス対処力（sense 
of coherence; SOC）との関連を性・年齢別に検討することを目的とした。
量的研究
表　地域在住男性高齢者の余暇活動に関する先行研究一覧
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暇活動行うことに大きな影響を与えていた。女性
に比べ，男性の余暇参与傾性が強く，体力水準が
高い群が低い群よりも余暇参与傾性のが高い。今
後，高齢者の余暇活動を豊かにするためには，余
暇を行うのに十分な生活全般の内面的な満足や体
力，健康度や余暇に対する是認的態度，幼少期か
らの多様な余暇活動が必要であると指摘してい
る。
３）余暇活動量および非余暇活動量と関連する身
体機能
　角田ら 15）は，適度な身体活動の実践は身体機
能の維持に効果的であるとされる報告の多くが余
暇活動に注目したことを踏まえ，高齢者を対象と
した横断研究を行うことで余暇活動量および非余
暇活動量（家庭内活動量，仕事関連活動量）関連
する身体機能について明らかにすることを目的に
茨城県笠間市の住民基本台帳から無作為抽出され
た 65 歳 から 85 歳の 189 名（73.8 ± 5.3 歳；男性
79 名，女性 110 名）を対象に調査を実施した。身
体活動量の評価には，Physical Activity Scale for the 
Elderly（PASE）を用い，PASE の活動要素別に身
体活動量（余暇活動量，家庭内活動量，仕事関連
活動量）を分析した結果，余暇活動量と有意に関
連した項目は，開眼片足立ち時間，長座体前屈，
長座位起立時間，Functional reach，5 回椅子立ち
上がり時間，Timed up and go，5m 通常歩行時間，
全身選択反応時間，立ち上がりパワーであった。
家庭内活動量と有意に関連した項目は，5 回椅子
立ち上がり時間および立ち上がりパワーであっ
た。仕事関連活動量と関連した項目はなかった。
総活動量と有意に関連した項目は，長座体前屈，
Functional reach，立ち上がりパワーであった。PASE
によって評価した 1 日の総活動量のうち，余暇活
動量の占める割合は男性 27.5％，女性 19.0％であ
り，ほとんどは家庭内活動量（男性 54.3％，女性
70.3％）を中心とした非余暇活動量が占めている。
最も多くの身体機能と関連した身体活動量は余暇
活動量であったが，家庭内活動量においても下肢
機能と有意に関連しており，身体機能の維持には
一定の身体活動量を確保することが重要である。
４）高齢者の余暇活動と生きがい感との関連
　原田ら 16）は，余暇活動と生きがい感に関する
項目について検討した結果，実施頻度の高い余暇
活動は男女とも「旅行」と「歩行」であった。目
的別余暇活動の相対的参加割合は，男性では「身
体型」，「知性型」，「その他」，女性では「創作型」，
「文化・芸術型」，「自然型」で高い値を示し，男
女間で有意な差がみられた。また，余暇活動時の
生きがい感は男性で 79.0％，女性で 87.4％だった。
余暇活動時の満足度は男性で 88.7％，女性で
90.1％であり，男女間で有意な差がみられた。さ
らに，余暇活動時の不満足要因は男性では「時間
的理由」，「仲間の欠如」，「経済的理由」，女性で
は「時間的理由」，「家庭の事情」，「病気」であった。
その具体的な内容をみていくと，余暇活動では実
施頻度の高い順に男性では「旅行」，「歩行」，「パ
ソコン」，「テレビ」，「ゴルフ」あり，女性では「旅
行」，「歩行」，「テレビ」，「手芸・工芸」，「音楽」で，
男女別に異なる。目的別余暇活動への相対的参加
割合は，男女とも 1 位は「その他」，2 位「身体型」
であった。しかし，3 位以下は男性では「知性（勉
強・教養）型」，「創作型」，「自然型」，「文化・芸
術型」であり，女性では「創作型」，「文化・芸術型」，
「自然型」「知性（勉強・教養）型」であった。目
的別余暇活動への相対的参加割合は男女間で比較
すると，男性では「身体型」，「知性（勉強・教養）
型」，「その他」，女性では「創作型」，「文化・芸
術型」，「自然型」で高い値を示し，男女間に 1％
水準で有意な差がみられた。
　余暇活動を行っているときに生きがいを感じる
かについて，「はい」と回答したもの者は男性
79.0％，女性 87.4％であった。「いいえ」と回答し
た者は男女とも 1 ～ 2％であった。男女間におい
て 5％水準で有意な差がみられた。余暇活動に満
足しているかについては，男性では 88.7％，女性
では 90.1％の者が満足していることがわかった。
余暇活動に満足していない理由は，男性では「時
間的余裕がない」，「仲間がいない」，「経済的に余
裕がない」，「体力がない」が上位に示された。一方，
女性では「時間的余裕がない」，「家庭の事情」，「病
気」，「体力がない」が上位に示された。これらの
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ことから，余暇活動と生きがい感において男女間
で若干の違いがみられたものの，高齢者の余暇活
動への参加は健康的な生活を送るうえで必要不可
欠であることが示唆されたとしている。
５）地域在住高齢者の身体活動とストレス対処力
との関連
　門間らは，地域在住高齢者における身体活動（余
暇活動，家庭内活動，仕事関連活動）とストレス
対処力（sense of coherence; SOC）との関連を性・
年齢層別に検証することを目的に，茨城県笠間市
に在住する 65 ～ 85 歳の地域在住高齢者のうち，
体力テストに参加意思を表明した 508 名に記名自
記式調査を実施した。欠損回答のない 394 名（男
性 194 名，女性 200 名：有効回答率 77.6％）を分
析対象とした。調査項目は属性（性，年齢，教育
年数，世帯構成，既往症の有無），身体活動（Physical 
Activity Scale for the Elderly 日本版；余暇活動，家
庭内活動，仕事関連活動の各実施量），SOC（13
項目 5 件法版 Sense of Coherence Scale），ソーシャ
ルネットワーク（家族，友人）であった。身体活
動と SOC との関連を，教育年数，世帯構成，既
往症の有無，ソーシャルネットワークを性別，年
齢層別（前期高齢者：65 ～ 74 歳，後期高齢者：
75 ～ 85 歳）に分けて実施し統制した重回帰分析
により検討した結果，前期高齢者の男性では，余
暇活動量と SOC との間に有意な正の関連を認め
た（β＝ 0.233， p ＜ 0.05）。また，後期高齢者の
男性において仕事関連活動量が SOC と有意な正
の関連（β＝ 0.273， p ＜ 0.05）を認めた一方，前
期高齢者の女性では，仕事関連活動量と SOC と
の間に有意な負の関連（β＝－0.285， p ＜ 0.01）
を認めた。比較的健康な地域在住高齢者において，
身体活動と SOC との関連性は性や年齢層によっ
て異なり，男性では，前期高齢者は余暇活動が，
後期高齢者は仕事関連活動が多いほど SOC が高
い一方，女性では年齢層に関わらず SOC を高め
る身体活動はなかったと報告している。
Ⅳ　考察
１）スポーツ・余暇活動と生活満足度との関連
　男性高齢者にとってスポーツ活動の実施が生活
満足度に強い関係を示したことから，男性高齢者
の生活満足度を高め，生活の質を向上させるには，
スポーツ関連の余暇活動プログラムの開発やス
ポーツ関連余暇活動実施への動機付けと地域のス
ポーツ関連余暇活動参加サポート体制が必要であ
ると考える。
　高齢者の主観的健康感に関する研究において，
主観的健康感が高い高齢者ほど疾患の有無に関わ
らず生存率が高く，数年後の平均余命に影響する
ことが示されるなど，その人の生活の質に大きな
影響を与える要因である 18）とされる。また，体
力水準か高い高齢者は，体力水準の低い高齢者に
比べ余暇活動に参加しようとする傾向にあり 19），
定期的に運動をすることは，身体や心理面の健康
増進に有用 20）であり，身体の健康状態と心の健
康状態は双方に関連している 21）。これらのことを
鑑みると，地域在住男性高齢者がスポーツ関連余
暇活動をサポートできれば，男性高齢者の主観的
健康感が高まり，身体的健康のみならず心理的健
康増進，すなわち健康寿命の延伸に繋がると推察
される。また，スポーツ関連余暇活動を通して体
力水準を高めれば，余暇活動への参加意欲が向上
され，余暇活動の継続実施や他の余暇活動への参
加に繋がる可能性が高いと推察できる。さらに余
暇活動を継続して実施することは，生活満足度を
高めると同時に地域在住男性高齢者の生活の質の
維持・向上に繋がると考える。
２）高齢者の社会・心理的背景を踏まえた余暇活
動参加弁別要因
　高齢者の余暇活動を豊かにするための要件の一
つとして，幼少期からの多様な余暇活動が必要で
あるとしている 22）。しかしながら，現在行ってい
る余暇活動を始めた時期をみると，60 代から余暇
活動を始めたケースが最も多い。現在高齢期を迎
えている高齢者は，時代的背景から幼少期に多様
な余暇活動を経験しているとは言い難い。その裏
26
大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要 人間関係学研究　21　2019
付けとして，男性高齢者が最も活発に行っている
スポーツが，散歩，体操，ゲートボールである 23）
ことが挙げられる。このことから，幼少期からス
ポーツ関連の余暇活動をしてこなかった男性高齢
者には，馴染みやすくて無理のない散歩，体操，
ゲートボール等の余暇活動から実施できるように
支援することが必要であると考える。
　地域在住男性高齢者が余暇活動を行うことに大
きな影響を与えた人として，近隣の友人や配偶者
が高い割合を占め，配偶者のいない男性は，配偶
者のいる男性と比較して社会的日常生活動作
（ADL）が低い 24）とされることから，退職までに
余暇活動を行わず，近所付き合いや地域活動に参
加しないまま高齢期を迎えた男性高齢者や単独世
帯男性高齢者に対しては，地域で実施される余暇
活動に関する広報活動及び余暇活動参加へのソー
シャルサポートを積極的に行うことが必要である
と考える。
３）余暇活動量および非余暇活動量と関連する身
体機能
　角田ら 26）は，PASE によって評価した 1 日の総
活動量のうち，余暇活動量の占める割合は男性
27.5％，女性 19.0％であり，ほとんどは家庭内活
動量（男性 54.3％，女性 70.3％）を 中心とした非
余暇活動量が占めており，最も多くの身体機能と
関連した身体活動量は余暇活動量であったが，家
庭内活動量においても下肢機能と有意に関連して
いるとしている。このことから，女性に比べて家
庭内活動量が少ない男性高齢者の場合，女性より
も積極的に余暇活動を行うことが求められると推
察できる。 特に家庭内で家事をしない男性高齢者
や家庭内に居場所のない男性高齢者，日常生活能
力の低いとされる単独世帯男性高齢者 25）に対し
ては，より一層家庭外での身体活動が必要であり，
余暇活動への参加を促すことが，地域在住男性高
齢者の身体機能の維持・向上，すなわち生活の質
の向上に繋がると推察される。
４）高齢者の余暇活動と生きがい感との関連
　男性高齢者の余暇活動時の生きがい感は 79.0％
であり，余暇活動時の満足度も 88.7％と高い割合
である。余暇活動時の生きがい感や満足度に男女
間の有意差はみられなかったが，余暇活動に満足
していない理由は少し異なる。男性は「時間的余
裕がない」，「仲間がいない」，「経済的に余裕がな
い」，「体力がない」が上位に示されたが， 女性で
は「時間的余裕がない」，「家庭の事情」，「病気」，「体
力がない」が上位に示された 27）。男性高齢者が余
暇活動に満足できない理由に「仲間がいない」が
上位であったことは，仕事中心の生活を送り，地
域活動や余暇活動をしてこなかった男性ならでは
の理由であると推察できる。女性は，子どもの学
校関係の人や近所付き合い，自治会等の地域活動
などを通し，地域に知人や仲間を作ってきたこと
と，その経験を通して集団の中で知り合いや仲間
を作ることが男性に比べて慣れていることが関係
していると推察される。地域在住男性高齢者が生
きがい感を持って満足できる余暇活動を行うに
は，余暇活動を通じて仲間作りができるような企
画やサポートが必要であると考える。
　山口ら 28）は男性高齢者が活発に行っている身
体活動として散歩や体操，ゲートボールを挙げて
いることに対し，原田ら 29）はゴルフを挙げてい
ることから，地域の特徴や経済状況を考慮したス
ポーツ関連余暇活動を提供することが余暇活動満
足度に繋がると考えられる。さらに，二つの研究
が発表された時期も関連要因である可能性がある
ので，地域の特徴や経済状況に加え，地域在住男
性高齢者の余暇活動に関するニーズの把握が必要
であると考える。
５）地域在住高齢者の身体活動とストレス対処力
との関連
　高齢者の首尾一貫感覚（Sense of Coherence：
SOC）は，人間を身体面だけでなく，精神的，社
会的，さらには価値観・信念が反映された全体的
な存在として捉えることが重要である 30）。アーロ
ン・アントノフスキー 31）によると，「SOC とは，
その人に浸みわたる，動的ではあるが持続的な 3
つの確信の感覚の程度によって表現される，その
人の生活世界全般への志向性のことである」とさ
27金　美辰：地域在住男性高齢者の余暇活動に関する研究
れる。ストレス対処力（Sense of Coherence：SOC）
に焦点を当てて地域在住高齢者の身体活動との関
連を分析した門間ら 32）の研究結果において，男
性では，前期高齢者は余暇活動が，後期高齢者は
仕事関連活動が多いほど SOC が高いとされる。
前期高齢者は，後期高齢者に比べ退職してからの
期間が短く，退職するまでに自由に余暇活動がで
きなかったことから，退職を契機に自由な時間に
自由にできる余暇活動を行うことが，ストレス対
処力つまり健康保持能力の向上に繋がったのでは
ないかと推察される。また，後期高齢に関しては，
退職までにできなかった余暇活動を前期高齢者期
間である 65 歳から 74 歳までの 10 年間において
実施したことで，後期高齢の時期には退職前のよ
うに社会の中で役割を持って経済活動をしたいと
いう欲求から仕事関連の活動が増えることでスト
レス対処力が高くなったのではないかと考える。
　地域在住男性高齢者への余暇活動支援は，前期
高齢者や後期高齢者等の年齢層に合わせた余暇活
動プログラムを提供することが求められると考え
る。
Ⅴ　結論
　地域在住男性高齢者の場合，身体的余暇活動を
行うことが生活満足度に影響を及ぼしている。ま
た，余暇活動をしている高齢者の方が余暇活動を
していない高齢者よりも健康水準が高い傾向にあ
り 33），仕事のない高齢者にとって，余暇活動の満
足度が生活の満足度に強く影響している 34）35）こ
とから，男性高齢者が地域で生きがいを持ちなが
ら健康的な日常生活を送るためには，余暇活動が
不可欠であると推察される。男性高齢者の場合，
身体型余暇活動が活発に行われ，散歩や体操，ゲー
トボール等の馴染みのある身体活動やゴルフが挙
げられた。男性高齢者が散歩や体操，ゲートボー
ルなどの馴染みのある活動に参加できるように支
援すると同時に，個々の男性高齢者の余暇活動へ
のニーズを把握し，そのニーズを踏まえた多様な
身体活動が地域で提供できる仕組みや自主グルー
プによる余暇活動の活性化のための対策が必要で
あると考える。
　男性高齢者は女性高齢者に比べ，家庭内におけ
る活動量は少ないことから，身体機能を維持・向
上させるためには，家庭外における余暇活動が不
可欠である。身体機能の低下は，地域在住男性高
齢者の心理面にも影響し，その結果，閉じこもり
に繋がる可能性がある。家庭内活動や余暇活動が
身体機能の維持に影響を及ぼすこと，また余暇活
動参加に影響を与えた人に近隣の友人や配偶者が
高い割合を占めることを鑑みると，家庭内に居場
所のない男性高齢者や単独世帯男性高齢者に対し
ては，余暇活動参加への積極的アプローチが必要
であり，その余暇活動を継続するためのソーシャ
ルサポートが求められると考える。
　地域在住男性高齢者の余暇活動の充実化を図る
には，総合事業の生活支援事業にみるように，地
域の男性高齢者自ら余暇活動を通して介護予防に
努めるとともに，地域の中でボランティアとして
余暇活動のリーダーやサポーター等の役割を担い
ながら活躍できるような場の提供やシステムの構
築が求められる。
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